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児童の数学言語を豊かにするひき算指導の導入のあり方
～第 1学年 ｢ひき算｣の実践 を通 して～

信近 和弘*
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教師の説明にあわせて数図ブロックを操作させ,｢よくできました｡｣とまとめて

しまう授英をよく見る｡これでは,場面のお話と数図ブロックの操作が結び付いて

いるかどうかを判断するには不十分と考えるG少なくとも,自分で話をしながら数

図ブロックを操作することが必要であるOまた同時に,どうしてそのように数囲ブ

ロックを動かしたのかを説明させることで.請 (場面理解)･操作 (ブロック操作)

と思考 (求残の意味理解)とが一体にとらえられ,操作と思考がつながると考える｡

本実践では,第 1学年の ｢ひき第｣の導入場面において,豊かな数学言語を身

に付けさせ,求残の意味理解を深めるためにはどのようにすればよいのか実践を

通して明らかにしていきたい｡

key-words･豊かな数学言語,求残の意味理解の指導

1 はじめに

第 1学年のひき第の導入場面で,一人

一人が数図ブロックで棋作 したことを話 し

合 う際,何 となく動か した り,代表児藍が

ブロック操作を行い rみんなも同 じ動か し

方だったね｡｣と簡単にまとめた りして しま

いがちである｡この後,別の場面も扱 うが,

せいぜい 1-2場面であり,昇数的活動が

答えを出すための ｢操作｣の域を出ない｡

ひき罪に出会 うこの時期は,複数場面の操

作を数学言語である ｢とる｣,｢減る｣ とい

う共通点から統合させるように し,求残の

意味理解をより碓かなものにす,-I.)ことが大

切だと考える｡

2 求残の意味理解 を確かにする指導の

工夫

(1)挿絵の提示の仕方 (｢減 る｣ことの理解)

*岡山市立牧石小学校

問題の場面理解 が十分にできていない

と数図ブロックの操作はできない｡教科苛

では, 1枚もしくは 2枚の挿絵を提示する

ことが多いが,一つの話に対 して,挿絵を

3枚用意することで,｢減る｣場面をはっき

りさせ,｢とる｣拙作 と ｢減る｣数学言語を

つなぎやす くする｡3枚の挿絵の 1枚 目は

最初の様子,2枚 目は数が ｢減るj様子,

3枚 Elは結果の様子を示 し,この うち,蛋

要になるのが 2枚 目の数が ｢減 る｣様子の

挿絵 となる｡

(2)豊かな数学言語 を身 に付 け させ る指

導

(｢とる｣操作 と ｢減 る｣数学言語 との

結びつき)

第 2時で扱 う.数学用語 ｢ひ く｣を正 し

く理解 し,深めるために第 1時 (本時)で

は,数学言語である ｢とる｣を盤かにする
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必要がある｡代表児童だけでなく,一人一

人がペアとお話 ししなが ら ｢帰る｣,｢食べ

る｣,｢使 う｣とい う言葬に合わせた ｢とる｣

操作を確実に行 うことで,｢減る｣数乍言語

と ｢とる｣操作の結びつきを確かなものに

する｡

｢帰る｣,｢食べる∴ ｢使 う｣など,どの

場面でも数図ブロックの操作とともに,そ

れ らの言葉を数が減ることを意識 して使 う

ことで,｢とる｣数学書籍-つなぎ,操作の

内面化を深めるようにす るOそ して,｢と

る｣操作で ｢減る｣数学言語 とい う共通点

を見つけて統合 させるよ うに し,求残の意

味坪解を確かにす る｡ このことが ｢豊かな

数学言語を身に付ける｣とい うことである｡

(3)求残の意味理解を深める工夫 (3場面

の提示)

クラスや席が隣同士で話の場面を聴 き

合 う時,数を意識 したペア学習 ｢さんす う

のおはな し｣をさせるようにする｡まず,

挿絵は他の要素をなるべ く抜いた状態で提

示 し,児童に ｢数｣と ｢数の変化｣を音識

させるような場面提示を行 う｡

次に,必ず数図ブロックを操作 しなが ら

相下に数の変化が伝わるようにペアで話を

する 話 ･操作 ･思考を一体 としてとらえ

られ る場 面 を数 多 く経験 させ ることで,

r減る｣ことを実感 させて,求残の:LT:味理

解を確なものにする｡その際,｢分かったつ

もり｣にならないために,相手の操作 と自

分の操作の同じところや ちが うところを確

かめながら話ができるように,教師は机間

支援を行 う｡

求残の意味理解 を十分 なものにす るた

めに,式化をする前にできるだけ多くの場

面にふれ させて操作活動を行 う｡ 1場面で

は,豊かな経験ができたとはいえない｡ 2

場面では,帖納的に考えることができない｡

3場面に取 り組むことで豊かな経験ができ,

帰納的に考える素地も養 えると考えた｡

問題場面では,｢帰る｣,r食べるJ,｢使

う｣の 3つの場面を提示する｡ 1年生の発

達段階を踏まえて,3つの場面をここでは

取 り上げるo ここで 3場面 としたのは,限

られた時間の中で,豊かな経験を横むため

に 1年生の児童が 1時間内で求残場面を確

実に理解できると考えたからであるOそ う

することで,3つの求残場面内で数学言語

とブロック操作を充実 させ,帰納的にひき

井の意味を見つけさせるように し,求残の

意味理解の内面化を図れるように取 り組む

ことに した｡

これ らの 3つ0)場面を統合 し,どの場 も

ブロックを ｢とる｣場面であることを話 し

合い.数学言語である ｢とる｣ と ｢とる｣

ブロック操作をつなぐ｡ さらに,操作と数

学言語を一休 として繰 り返 し活用 し,節徴

的活動 を充実させることで,｢と7J｣ブロッ

ク操作から数学言語である ｢減る｣につな

げる｡

グループごとに測定 してそれ で終わ り

にす るのではな く,それぞれ の測定結果

を比べ る活動 を取 り入れ る｡ これに よっ

て,同 じ任意単位 を使 って測定 している

のにも関わ らず結果に違いがある場合が

!tまれやす くな り.普遍単位 の必要性に

気づ くことがで きるよ うにな る｡

3 研究の実際

(1)単元名 第 1学年 ｢ひきざん｣

(2)阜元 日棟

○求残,求部分,求差 をひき第の式に凄

す よさを知 り,進んで式に表 し,差を

求めよ うとす る｡ (関心 ･意欲 ･態度)

○求残,求部分,求差の場面を同 じひき

欝 と考えることができる｡
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(数学的な考 え方)

○求残,求部分,求差 を数図ブ ロックで

操作 し,ひ き算の式に表 して答 えを求

めることができる｡ (技能)

○ひき算が用い られ る場面や,ひ き算の

記号や式の よみ方,計算の仕方 を理解

す る｡ (知識 ･理解)

(3)指導計画

第一次

第 1時 数図ブロックを操作 し,残 りの

数を求める場面 (求残) を理解

する｡･･････- (本時)

第 2時 ひき算の式を知 り,ひき昇の式

にか いて答 えを求 め るこ とが

できる｡

第 3時 数囲ブロックを操作 し,部分の

数を求める場面 (求部分)を理

解する｡

第 4 ･5時 ひき界のカー ドを使 って,

ひき第について習熟す る0

第 6時 数図ブ ロックを操作 し,ちがい

を求める場面 (求差)を理解す

る｡

第 7･8時 ちがいを求める場面で も,

ひ き貨 の式 にか いて答 え

を求めることができる｡

第 9時 具体 的な場 面をひ き弟 の式 に

表す ことや,逆にひき算の式か

ら具体 的 な場 面を よむ こ とで

ひ き界 につい ての理解 を深 め

る｡

第二次 適用題 を解 く｡

(4)本時の工夫

① 場面の理解 と数図ブロックの操作をよ

り確 かな ものにす るために 1つのお話

において,3枚の挿絵 (場面絵)を取 り

上げる｡ 1枚 目の挿絵でお話の最初の様

子を伝 え, 2枚 目の挿絵で数が ｢減る｣

様子 をはっき りさせ, 3枚 目の挿絵で結

果の様子を示 した｡ このよ うに 3枚 目で

結果 を伝 えることで, 2枚 目を効果的に

示す ことができる｡そ して,2枚 巨=こ着

目す ることで, どの求残場面でも,｢帰

る｣, ｢食べ る｣,｢使 う｣な どの吉葉 と

｢とる｣操作か ら,数が ｢減 る｣数学言

語 とい う共通点を統合 しやす くする｡

② 話の場面を話 し合 う時,数 を富識 した

｢さんす うのおはな し｣をさせ るよ うに

す る. r帰 る｣,｢食べ る｣,r使 う｣場面

において,他の要素をなるべ く挿絵か ら

は抜いた状態で提示 し,児童に r数｣ を

唐織 させ るよ うな場面提示を行 う｡

常 に席 が隣同士 のペ ア での活動 を取

り入れ.話 と搬作を結び付けて活軌す る

場面を聴き合 うことで,r話｣ と ｢操作｣

をする場を増や し,新 と操作 と思考を結

び付けやす くする｡

③ 求残の窟味理解を十分なものにす るた

めに,次時で式化 をす る前にできるだけ

多 くの求残場面 にふれ させ て操作軒 勅

を行 うために 3つの場面に取 り組むh 1

つの場面では,豊かな経験ができたとは

いえない｡ 2つの場面では,帰納的に考

えることができない｡3つの場面に取 り

組むことで敦かな経験ができ,帰納的に

考 える素地 も養 えるよ うにす る.児童が

日常的によく出会 う ｢帖る｣,｢食べる｣.

｢使 う｣とい う3つの求残場面か ら,敬

学言語 である ｢とる｣ と ｢とる｣ブロッ

ク極作をつなげ,ブ ロック操作か ら数学

言語 である ｢減 る｣に統合す ることで,

操作 と数学言語 を一体 と して繰 り返 し

活用 し,算数的活動を充失 させ るよ うに

する｡
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(5)実際の授業

①間屠場面を理解 し,本時の課題をつかむ｡

【1つ 目の場面 :かえるが帰る】

【指導のポイン ト】
問題場面の理解 と数回ブロックの操作

をより薩かなものにするために 1つのお

諸において,3枚の挿絵を取 り とげた｡

お話の挿絵の様子を話 し合 う時.敬を

意識 した ｢さんす うのおはな し｣をさせ

るようにした｡｢帰る｣ところでは,他の

要素をなるべ く挿絵からは抜いた状態で

提示 し,児壷に r数｣を意織 させるよう

な挿絵の提示を行った｡

T (1枚 目の挿絵 を批ホするO)

C かえるだ !

T これはどんなお.誌で しょう?

C かえるが,I.'bしいるお話ですo

C きっと ｢ふえる｣)'JJ.号だよo

T 次の絵を山す よ｡ (2枚 目の挿絵を提

示する｡)

C あ !バイバイ してる｡

T どんなお話になると思いますか?

C 出ていくお話です｡

C どこか:二出かけるお話です｡

C 右側のかえるが 2匹減るお話です｡

C か,:Lるが帰るお話です｡

C かえるが 5匹いま した｡あとから2匹

かえるが帰 りま した｡

T そ うだねQ これはかえるが帰るお;uT･だ

ね｡ (1枚 目の挿絵 を指 しながら)最初

にこ うな りました｡ (2枚 目の挿絵 を

-4--

指 しながら)次にこうな りま したo (こ

こで 3枚 臼の挿絵を提示 して)放後に

こうなりました｡最後はどうなったの

で しょう?

ZL
tくさ⊃

C 3匹にな りま した｡

C ブロックを使って考えてみたいです｡

T そ う/-:ね｡今の算数のお話をブロック

をつかって考えることができるかな.

C ブロックを使 うとは-'きりすると思い

ます｡

3枚の挿絵 で順 を追 って話の筋 をつ

かませ,児童が様子を話す中で,｢でか

けろ｣,｢いな くなる｣,｢バイバイす る｣,

｢帰 ってい く｣な どの児童の言葉か ら,

｢減 る｣イメージを多くの児童がつかめ

ていたした し節の学習でかえるが出てき

たので今回も同 じよ うに ｢増える｣お話

と思っていた児 巌がいたので,みんなで

お話の筋を確かめて,3枚の絵の結果が

提示 された ことでた し芽 とはちが う学

習だとイメージできていた｡

この後.｢えをみて,ぶろっくを うこ

か し,おはな しをしよう｣ とい うめあて

をたてて,ペアでの活動に入 った｡



②お話に合わせて数図ブロックを動か し,

その動か し方について話 し合 う｡

(ペア学習)

【1つ 目の場面 :かえるが帰る】

【指導のポイン ト】

常に席が隣同士のペアでの活動を取 り

入れ,お話と操作を結び付けて活動 し聴

き合 うことで,｢話｣と ｢操作｣をする場

を増や し,お話と操作を結びつきやす く

T ブロックを動か して,どんなふ うに変

わっていくのか,おとな りさんと交代

しなが らかえるのお花をしてみま し上

う｡ (席が隣同士のペアで活動)

C かえるが 5匹いま した｡次に 2匹帰 り

ました｡ 3匹凍 りました｡

C 島にかえるが 5匹いま した｡後から2

匹減 りま した｡ 3匹にな りました｡

T おとなりさんとどんなお話ができたか,

前でお話 しできるかな ?

C 最初に 5匹いました｡後から2匹減 り

ま した｡ 3匹にな りました｡

T みんなで一緒に動か してみよ う｡

T 今みんなでブロックを動か した時にど

んなふ うにブロックを動か した ?

C こう動か した｡ 追い出 した｡

C ブロックをこっち(左側)に行かせた｡

T そ うだね｡それはブロックをとったと

い うことだね｡

冥際にブロックを一人一人が動かす こ

とで多 くの児並は,た し算の時とお話の様

子がちが うことをはっきりと感 じていたよ

うだ｡

席が隣同上のベアでの活動の後,どのよ

うな操作をしたのか確かめるためにみんな

でブロックを動か した｡児塵にとっては,

｢とる｣とい う言薬 とブロックを ｢とる｣

操作 とつながってお らず,｢とる｣ことはそ

の場か らなくなるイメージの方が強 く,辛

元にブロックが見えることで ｢とった｣と

い う意識が低かった｡操作 して ｢とる｣(ブ

ロックを右から左へ助かす操作,とったも

のは右側に置いてお く)ことを確かめてか

ら次の悪果題に入った｡

③お話に合わせて数図ブロックを動か し,

その動か し方について話 し合 う｡

(確かめる)

【2つ 目の場面 :ケーキを食べる】

【指導のポイン ト】

1つ 目のかえるが帰 る場面で行 った操

作が,2つ 目の場面のケーキを ｢食べる｣

時にも,同様に ｢とる｣お話であることを

確かめたO｢食べる｣場面 を見て,席が隣

同士のベアで ｢食べる｣場面めぉ話を聴き

合いながら操作 させることで, 1つ目の場

面より ｢とる｣ことを意識 しなが ら操作 さ

せ ることができた｡



T (1枚ずつ挿絵を出す｡)

C (2枚 目の挿絵のところで)今度は食

べたお話だ｡

(ペアで活動)

C 最初に 7個ケーキがありま した｡ 3個

食べました｡残 りは 4個にな りました｡

C 最初女の子は 3個食べま した｡余った

のは,4個になりま した｡

畠良基畠畠金島畠

T ll･:べたと.[った時.ブロックをどうや

って助か しま したか?

C ブロックを減 らした｡

C さっきU)お話 と同 じで,ブロックをと

った｡

C 最後にケーキが4個残った｡

E -= ･ - --- -

｢食べる｣場面から ｢とる｣操作である

ことを意識 しなが らペアで話ができていた｡

｢帰る｣も ｢食べる｣ も ｢とるJ操作が共

通 していることに気付きながら2つ 目の場

面ができていた｡｢とるJ操作を していると

ころがまとめの段階ではっきりと ｢とる｣

数学言語につながっていく｡

④お話に合わせて数図ブロックを動か し.

その動か し方 について話 し合 う｡ (深 め

る)【3つ 目の場面 :花火を使 う】

【指導のポイン ト】

次時で式化 をする前に, 3つの場面

にふれ させて求残の意味理解 を十分な

ものにする操作活動 を行った｡ 1つの

場面では,filかな経験ができたとはい

えない｡ 2つの場面では,帰納的に考

えることができない｡ 3つの場面に取

り組むことで豊かな経験ができ.帰納

的に考える素地も養 えるようにした｡

2つ 目,3つ 日の場面においても,

求残の場面理解 と数図ブロックの柏作

をより確かなものにするために 1つの

お吉削こおいて,3枚 rJu)挿絵 (場血絵)

を取 り上げる｡
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T (1枚ずつ挿絵を出す｡ 2枚 目の挿絵

のところで｡)

C 今度は花火 を使っています｡

(ペアで活動)

C 花火が 6個あ りま した｡

後から4個つかいました｡

2個にな りました｡

C 花火が 6本あ りました｡

4本使いま した｡使っていないのが 2

本にな りま した｡

〟///i///

//a/a/a/a/

3つの場面で繰 り返 しブ ロック操作 を

行い,ペアや全体で聴き合 うことで求残場

面を豊かに経験することができた｡また,

3つの場面で確実に数学言語 ｢とる｣を使

うことで,どの場面でも2枚 Flの挿絵で数

が ｢減る｣とい うことがはっきりと坪解す

ることができた｡そ うすることで,どの求

残場面でも,｢帰る｣,｢食べる｣,｢使 う｣な

どの言葉 と教学言語 ｢とる｣と ｢とる｣操

作から,数が ｢減る (教学言語)｣とい う共

通点にも気付 くことができていた｡

2つ目の ｢食べる｣場面,3つ 目の ｢使

う｣場面と求残の操作を繰 り返すことで,

求残の理解の進んでいる児童にとっては,

求残の ｢減るJとい う意味理解がより深ま

った｡ペアの友達が戸惑っていると,ブロ

ックを動かすのを手伝い,自分の考えを確

かめる一助にもなっていた｡

どの児童 も3回の ｢とる｣操作 と数学言

語 ｢とるJをともなった活動を繰 り返 した

ことで,たし算 とのちがいをはっきりさせ,

3つ 目の ｢使 う｣場面では確実に求残の場

面を理解 して,ペアで聴 き合 うことができ

ていた｡

⑤本時のまとめをする｡

【指導のポイン ト】

1つのお話において,3枚 目の挿絵 (堤

面絵)を取 り上げることで 2枚 目の挿絵

で数が ｢減る｣ とい うことを視琵的には

っき りさせ, 3枚 目の挿絵 で結果 を示 し

た｡そ うすることで,どの求残場面でも,

｢帰 る｣,｢食べる｣,｢使 う｣などの言典

と ｢とる｣操作か ら,数が ｢減 る (数学

言語)｣とい う共通点に統合 させるように

した｡

T (板書の ｢帰る｣,｢食べる｣,｢使 う｣

場面を指 して)今 日のお話で何か同 じ

よ うなところがなかった ?

C あった !

C ｢とる｣ とこ.-I)が同 じです｡

C ブロックを ｢とる｣ところがおなじだ

った｡

c 数が ｢-る｣お話だった｡

T ｢帰る｣が ｢減 る｣ことじゃないの ?

C ｢帰る｣も ｢食べる｣も ｢使 う｣も数

が ｢減る｣ことで大丈夫d

T そ うだね｡今 日のお話は数が ｢減る｣

お詣だった し. 1枚 目の絵 と3枚 目の

絵 を比べると数が どれ も ｢減 って｣い

るね｡

ブロックを ｢とる｣ と数が r減った｣

ね｡ これは,た し算の時みたいに,式

にできるかな ?次の時間にや ってみ よ

う｡
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最後に板書をもとにどの場面もブロッ

クを ｢とる｣操作で数が I減 る｣お話に

なることを確かめた｡｢とる｣操作と ｢と

る｣数学言語か ら,数が ｢減 るJ数学言

語 とい う共通点を帰納的に統合 し,児童

たちは考えることができた｡

また,次時の式化の学習 とつなげるた

めに,ひき算 もた し界のよ うに式にでき

るか児虚 に問い,課題意識をもたせて本

時を終わった｡

4 本実践の省察

(1)成果

①挿絵の提示の仕方 (｢減 る｣ことの理解)

間頓場面を把握 できに くい児童に とっ

て,挿絵の提示を3枚に したことは,話の

流れ と数が ｢減る｣ことをスムーズに理解

することができた｡ 3枚 口の挿絵で結果 を

はっきりと提示 したことで.数が ｢減る｣

場血であるとい うことを児塵に理解 させる

のに効果的だった｡児正は 1枚 目の挿絵 と

3枚 目の挿絵を見ると ｢減る｣ことが感覚

的にイメージでき,数が ｢減る｣お話によ

り意識を向けることができていた｡

また,｢とる｣操作において も,結束を

はっき りとブ ロ ック拙作で示す ことで,

｢減る｣数学言語 と児竜の思考をつなげる

ことができていた｡

②豊かな数学言語 を身 に付 け させ る指導

(｢とる｣操作 と ｢減る｣数学官幣 との

結びつき)

全休とペアで繰 り返 し ｢とる｣ブロック

操作とともに数学言訳 ｢とる｣を使い r減

るj ことを意識 して活動できた｡代表児童

の発表にとどまらず,どの児童にも算数的

活動を保障することで,話 ･操作 ･思考を

一体 とした活動となった｡そ して,授業前

に児虫がもっていた ｢減る｣イメージを救

学言語 としてのr減る｣とい うことに高める

ことができた｡

｢帰る｣,｢食べる｣,｢使 う｣のどの場面

でも牧園ブロックの操作とともに,それ ら

の言薬を繰 り返 し意識 して使 うことで.輿
業のまとめで ｢とる｣数学言語へ統合 し,

操作の内面化 を深めることができた｡ペア

で何度 も相手のお話を聴き合い,繰 り返す

ことは操作と思考をつなげるために大変有

効だった｡

そ して,まとめの段階で ｢とる｣ブロッ

ク操作 と数学言語から,｢減る｣教学言語 と

い う共通点を見つけて統合 させ る段階で児

並 はスムーズに思考す ることができたO

言占･換作 ･思考を一体 とした活動を充実さ

せることで数学 言語を豊かに し,求残の意

味確解 を確かなものにすることができた｡

③求残の意味理解を深める工夫

(3場面の提示)

3つの場面を取 り扱 うことは.どの児壷

も求残の意味理解を確かなものにするのに

効果的だった｡また,1つりの ｢帰る｣,2

つ目の ｢食べる｣場面で求残を稚解 し始め

た児童にとっては, 3つ目の ｢使 う｣場面

を取 り上げることで,l̀帰る｣,｢食べる｣,

r旺 う｣から ｢とる｣ブロック操作 と数学

言語の共illfI点を見出し,数学言語 ｢減る｣

に統合するためのはっきりとした根拠 とな

った｡

学習のまとめの場面では,3つの場-d]の

操作を扱ったことで,数が ｢減る｣ とい う

共通点から ｢帰る｣,｢食べる｣,｢使 うJと

い う言典を ｢減る｣数学言語に帰納的に統

合できた｡そ うすることで,求残の意味理

解を確かなものにすることができた｡ひと

つひとつの場面を r減る｣教学言語 と結び

つけて,｢減る｣数学言語を豊かに していく

ことが求残を理解する上で大切であること
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を確かめることができた｡

様々な場面から間虚数を厳選 し,算数の

課題 として必要な惜報を的確に扱い,提示

したことも求技を理解 させ る上で,有効で

あった｡ 1年生の生活経験 と照らし合わせ

て感党的にぴった りと合 う場面を扱 うこと

で ｢減る｣場面の理解が確実なものになっ

た｡ このことか ら.どの児童にも,探題意

識をもたせ られるような問題場面の設定は

重要であると感 じたC

今回の実践を通 して.児童は数学言語

｢とる｣と ｢とる｣ブロック操作と数学言

語 r減る｣がつなが り,話 ･操作 ･思考を

一体 としてとらえることができた｡そ して,

ブロック操作 と数学言語 ｢減る｣′ごJiスムー

ズにつなが り,求残の内面化を図:I)ことが

できた｡

(2)課題

課題 としては,児童がペアでブロック拙

作を行った時に.｢とる｣イメージをはっき

りと机上でしめせ るようなワークシー トを

用意するべきであった｡児-迄のイメージに

ある ｢とる｣と ｢とる｣ブロック操作をつ

なげられる支援を行 うことで,ペアでの活

動がよりスムーズに行えた と思 う｡

3つの場面を提示することで,求残の意

味理解がはやい児童の中に,3つ 目の場面

を操作する段階で学習意欲が下降 しかけて

いた児意がいた｡また,3つの場面を取 り

入れたことで,授業の後半の活動が押 し気

味であった｡テンポよく児藍に活動 させて

授業を展開する必歩があった｡

授業の展開として,3つの場面を均等に

時間配分 し,まとめの段階で統合する時間

が少なくなって しまった｡ 1つ目の問題場

面はじっくり取 り組み,2つ 目,3つ 目の

問題場面は児壷の主体性を生か しつつテン

ポよく行 うことで,どの子も典中力を保ち

ながら,まとめを丁寧に行えたのではない

かと思 う｡

どの児童 も満足 して課題 に取 り組める

ように,ひき算指導の導入段階での,場面

の提示の仕方,課題 レベルの設定,授業展

開を今後も改善 し,よりよいものとしたい｡
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